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　旭川東光キリスト教会の牧師として14 年間の働き

を導かれました。この場を借りて、連合諸教会の皆

さまに心から感謝を申し上げます。ありがとうござ

いました。

　わたしは、東光教会の牧師として招聘された年に、

総会で選出されたわけではないのですが、当時の宮

内会長から依頼され、連合書記として立たされ、以

降三期 6年に亘って務めました。当初は東光を含め

て六教会が牧師不在であった時に次々と牧師が赴任

し、すべての教会に牧師が与えられたという時代で

した。また、北海道連合立神学校を閉鎖し、研修

センターを新たに立ち上げるという、まさに過渡期

にありました。長い時間を経て、青少年の春の修養

会が行われるようになりました。そのような時代を

連合の役員として課題を分かち合い、共に祈りつつ

諸教会の皆さんと歩めたことは本当に感謝なことで

す。

　この14 年間を振り返る時に、東光教会で言い続

けてきたことをあらためて分かち合いたいと思いま

す。わたしたちの教会は連合の新しい伝道の形とし

て、1983 年 7月10 日の夕礼拝から始まりました。

多くの祈りとささげものがあったことは言うまでも

ありません。旭川バプテスト教会を母教会として、

そこから数家族、十数名が株分けされ、以降三十数

年の歩みが導かれました。毎年、この7月10日に一

番近い主の日と、教会組織を行った 2月11日に近

い主の日に、それぞれ伝道開始記念礼拝と教会創立

記念礼拝を行っています。この二つの礼拝は、東光
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巻頭言

 　松坂克世　（元旭川東光教会牧師）

教会にとっての協力伝道礼拝として行ってきました。

というのは、わたしたちの教会はこの北海道連合の

協力伝道の現れとして立たされ、歩みを導かれ、祈

られてきたからです。祈りだけではありません、実

際に財政的な支援もその折々に頂きながら、今日ま

で礼拝を守ることができています。北海道の各地に

点在する諸教会は、わたしたちの教会を覚えて祈り

支えてくださるので、わたしたちもこの連合の働き

を覚えて仕え、献金をします。連合が無ければ、わ

たしたちもあり得ません。そしてわたしたちは教会

組織をし、今度は教会として自覚的に連合へ加盟し、

協力を惜しまないことを決意したのです。わたした

ちの教会の会計の中で連盟と連合の協力伝道献金は

支出科目の筆頭にあります。献金だけではなく、連

合の様々な活動のために、わたしたちは祈りつつ働

き人を送り出しました。それはわたしたちが新しくさ

れ、用いられる豊かさを味わうためです。

　牧師辞任にあたり、役員会名ですが教会はこれま

での感謝と改めての協力のお願いを連合諸教会宛て

に送りました。それは、これからもこの協力伝道の

交わりの中にありたいと願ったからです。そしてこれ

までと同じように、教会同士の交わりを喜び、祈り、

感謝する歩みを共にしてゆきたいと願っています。

わたしは牧師を辞任しますが、教会は続きます。続

けたいと願っています。応援してください。教会を

通して与えられたあらゆるつながりに感謝して。

「喜びと祈りと感謝と」

 いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。これこそ、
キリスト・イエスにおいて、神があなたがたに望んでおられることです。
                                  （テサロニケの信徒への手紙一5章16～18節）
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　1931 年 1 月 9 日に静岡県三島市で誕生。三島

高等女学校卒業後、三島を離れ、神戸在住の叔

父宅で数年間過ごされていた時、隣家にシェラー

宣教師（神戸バプテスト教会の立ち上げに携わっ

た）が住んでおり、『ヨハネによる福音書』の単

行本を渡されたが、他宗教を信仰していた叔父

に見つかり没収されてしまう。シェラー師から

再度同じ本を受け取ると、今度はいつ取り上げ

られてしまってもいいようにと『ヨハネ福音書』

全体を暗唱した。その後、家族に隠れながら教

会に通い、1950 年 12 月 24 日神戸バプテスト

教会の記念すべき第一回のバプテスマ式でシェ

ラー師より受浸。なお、当時神戸バプテスト教

会はまだ会堂をもたず、米国北部バプテストに

よって始められた「神戸浸礼教会（現・日本基

督教団神戸聖愛教会）」のバプテストリーを借り、

15 名のバプテスマが行われたと記録が残ってい

るが、「姉妹はその 15 名の最後に、たった一人

で夜にバプテスマを受けられた」との報告もあっ

た（大井教会・加藤誠師より）。それから間もな

く、ある宣教師家族の見送りのために訪れた横

浜の港で、アニー・フーバー宣教師と出会い、

1952 年秋から始まったフーバー師の北海道での

働きに少し遅れながらも合流し、そこから 50 年

を超える二人の宣教活動が続けられた。小樽・

平岸・白石・西野などの「開拓伝道」に携わり、

その他の教会の無牧師期間の支援などにも精力

的に関わり、足を運び続けた。また、多くの讃

美歌の作詞も手掛けられ、『新生讃美歌』に収録

されている曲だけでも 10 曲を数える（“歌え歌

えキリストの愛を”“迷い悩みも”など）。2005

年 5 月にフーバー師が召天されてからも、札幌

に留まり教会敷地内の宣教師館で過ごし続けた

が、2016 年 2 月に腎不全のため救急搬送され入

院。その後週に三日の透析治療も始まったこと

で、一人暮らしは無理だと判断され、退院を予

定しない入院生活が続いた。昨年 2 月頃までは

月に二度のペースで、礼拝にも出席されたが、2

月末に脳梗塞により一時危篤状態に。それでも

「まだ生きてます！」と自ら言葉を発し、一命を

取り留めた。ただ、その後意識レベルは低下し

ていき、言葉が発せられない状態に。昨年末から、

肺の機能低下により呼吸も苦しくなり、3 月 15

日（金）21 時過ぎに容態が急変。牧師到着直前

に心電図の波が一旦停まるも、到着直後に最後

の一振れをし、心肺停止。21 時 27 分に死亡が確

認された。三年ぶりに宣教師館に帰宅後、札幌

バプテスト教会にて 17 日前夜式・18 日告別式が

執り行われた。教会家族によって見送られつつ、

カルバリの主の御許へと・・・。

●『待ちたもう主の御許へと～故・野村宏子姉について～』

石橋大輔　札幌教会牧師

　昨年 11 月に皆さまの篤いお祈りと尊いお捧げ

もの、そして憐れみ深い神さまの恵みによって

私たちに新しい会堂が与えられました。この場

をお借りして連合諸教会の皆さまに心より感謝

を申しあげます。

　さて、25 日のクリスマスの夜、私たちはクリ

スマスファミリーコンサートを開催することが

できました。これは、新しく会堂が与えられた苫

●祝福されたクリスマスファミリーコンサート

苫小牧バプテスト・キリスト教会　　田代　ゆか

小牧教会のために何かできないかと、道南の３

教会（室蘭・函館・函館美原）の牧師とそのご

家族の皆さんが提案して下さり実現するに至っ

たのでした。

　プログラムの内容は、小さな子どもから大人

までファミリーで楽しめるようにと皆さんが祈

りつつ考えて下さいました。ハンドベルの演奏

に始まり、本多祐基くんによるバイオリンの演
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奏、本多依子姉と福田美代姉による特別讃美、

本多基くんによる「LET　IT　BE」の歌のソロと

歌詞の解説、手遊び歌、クリスマス物語をテー

ブルシアターでの上映など、どれも大変素晴ら

しかったです。さらに福田牧師に「ただでいた

だける永遠の命」について、ヨハネによる福音

書３章 16 節より御言葉を力強く語っていただき

ました。集って来られた皆さんがその御言葉に

真剣に耳を傾けておられた姿がとても印象的で

した。

近隣の方々をはじめ、教会員の知人やチラシを

見て来て下さった方など、私たち教会員を含め

35 人の方々と共に、神さまによって与えられた

新会堂で、クリスマスの喜びを分かち合い、素

敵なひと時を過ごすことができ心より神さまに

感謝をいたしました。

室蘭教会牧師　吉田尚志

●東北連合･北海道連合　合同青少年春の修養会報告

　　「新会堂献堂式・祝賀会」

日　時 :5 月 6 日（月）
　　　　献堂式　13 時～
　　　　祝賀会　14 時半～ 16 時

　前日に降ったなごり雪に覆われる青森県八

戸市の八戸バプテスト教会で、「青少年春の修

養会」が開催されました。2018 年度は東北連

合の青少年と合同での開催となりした。青少

年 37 名。スタッフや引率、そのご家族を含め

ると総勢 50 名以上の参加者と共に 2 泊 3 日の

時を過ごしました。

　今回の修養会の主題は「わたしのトレジャー

ハンティング」。“神さまから与えられている

宝（賜物）って一体何？”そんな問いを思い

巡らすひと時となりました。先生たちからの

聖書のメッセージを通してグループによる分

かち合い。礼拝での司会や賛美演奏、毎年恒

例のジョイフルプレイズの働きは青少年たち

が主体的に奉仕を担ってくれました。東北と

北海道の被災地状況を互いに報告し、分かち

祈り合う時を持ちました。八戸の名所巡りも。

是 ( これ ) 川 ( かわ ) 縄文館では、国宝の合

掌 ( がっしょう ) 土偶や縄文時代の様々な出

土品を見学。土器作り体験を通し、聖書に記

されている「土の器」（Ⅱコリント 4:7）の意

味を考える機会を持ちたいという願いもむな

しく、担当ボランティアの方がお休みのため

あえなく断念。天然芝生で覆われた種差 ( た

ねさし )海岸ではそびえる岩山に皆で登り（そ

の光景を眺めるのみの私）、潮風をめいっぱい

受けながら海に臨みました。八戸の台所「八

食センター」では土地のグルメを堪能しまし

た。お楽しみ企画のバーベキューと花火大会

は、吹きすさぶ雪と風の中で決行しました。

　最終日の朝。雪と寒さで凍結した八戸大橋

で事故が発生し八戸市内の道路が至る所で大

渋滞。それに巻き込まれた苫小牧渡航組はフェ

リー出航時間に間に合わず。あえなく 4 時間

遅れで次の便で出航し、帰りの船内ではほぼ

全員が爆睡状態でした。怒涛のように過ぎて

いった、それでいて濃密な 2 泊 3 日。それは

かけがえのない連合を超えたキリストによる

出会いと交わりの時であったように思います。

　最終日の朝、フェリーに乗り遅れた苫小牧

渡航組が一時教会に引き返した際、そこで思

いもよらぬ機会に遭遇。修養会で受けた想い

　最後に、それぞれの教会のクリスマスを終え、

はるばる遠方から私たちのために駆けつけて下

さった皆さんに、また快く送り出して下さった

それぞれの教会の皆さんに感謝の気持ちでいっ

ぱいです。北海道連合が大切にしてきた協力伝

道の働きに感謝すると共に、私たちも誰かのた

めに進んで働くことのできる群れでありたいと

思わされました。本当にありがとうございまし

た。



連合ニュース No.116（�） 2019 年 4 月号

（協力献金口座） 郵貯 １９０００ー１７９２２９１１ 北海道バプテスト連合 （災害対策委員会）郵貯 １９０００ー２１３１６６５１ 北海道連合災害対策委員会

を東北と北海道の中高生数人が一緒に曲にし、

披露してくれたのです。それは、なごり雪ゆえ

に皆で分かち合うことができた神さまからのプ

レゼントでした。

「宝物」　作詞・作曲　本多基（函館キリスト教会）

　　　　　　　　田中励真（南光台キリスト教会）

　神さまから与えられたその命　　

　それは愛の光に照らされ輝いてる

　神さまから与えられたその体　　

　それは主のために用いられ祝される

　僕たちが受ける愛の形は　　　　

　それぞれ違うけど

　同じ神をともに見上げて　　　　

　心から賛美ささげる

　愛を受けた僕にしか　　

　罪ゆるされた僕にしか　

　歌うことできない賛美がある

　僕のすべては主の宝　　

　僕のすべては主の宝　　

　僕のすべては主の宝

追記　

　後日連合諸教会に送らせていただきます修

養会文集にも青少年たち一人ひとりの豊かな

想いが綴られておりますので是非ご一読くだ

さい。また、この度旭川東光キリスト教会を

辞任し、十数年にわたり HYP 委員会の働きを

通してユーモアと温かさをもって青少年の一

人ひとりに伴 ( ばん ) 歩 ( ほ ) し続けてこら

れた松坂克世師に、心から感謝の意を表しま

す。

      北海道バプテスト連合定期総会開催のお知らせ

    日　　時　２０１９年４月２９日（月・休）10:30 ～ 15:30

              各会 9:30 ～ 10:20

              開会礼拝 10:30 ～ 11:00 ／派遣礼拝 15:00 ～ 15:30 を予定

　　会　　場　札幌バプテスト教会・礼拝堂

　　総会牧師　田代　仁　氏

　　議 長 団　議長　吉田尚志　氏　、副議長　堂前浩子　氏

　　代 議 員　各教会３名以内（連合規約１２条）

　　旅費補助　代議員の旅費を補助します。

              宿泊費補助は、函館、函館美原、釧路、帯広、連合役員、総会役員です。

　　

　　議　　案　① 2018 年度活動報告（含信徒大会）

　　　　　　　② 2018 年度決算報告および監査報告（含信徒大会）

　　　　　　  ③ 規約改正の件

              ④ 2019 年度活動計画案　　　　　　

　　　　　　　⑤ 2019 年度予算案

　　　　　　　⑥ 2020 年度定期総会日程および会場

　　　　　　　⑦ 会計監査選出

              ⑧ 次期総会役員選出

              ⑨ その他

			   （審議順序は入れ替える場合があります）

                                                                     連合会長　田森　茂基


